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HCL OneTest UI

評価ガイド
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HCL OneTest製品を評価目的で利用するには、申し込みが必要です。
以下のガイドを参照して、申し込みから、ソフトウェアのインストールまでを完了してください。

• 『HCL_OneTest_試行ライセンス利用ガイド』
• 『HCL_CommonLocalLicenseServer_V2.0_導入ガイド』
• 『IBM_InstallationManager_導入ガイド』
• 『HCL_OneTest_UI_10.1.2_導入ガイド』

1. 評価利用の申し込み
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2. HCL OneTest UIの起動
(1) スタート・メニュー

①ウィンドウのスタート・メニューをクリックします。
②【HCL OneTest UI – Eclipse Integration】をクリックします。

(2) 「ワークスペースの選択」ダイアログが現れます

①ワークスペースの入力欄にワークスペースのフォルダを入力します。
②【起動】をクリックします。

(3) OneTest UIワークベンチが表示されます。

①「ようこそ」ウィンドウが現れたら、【最小化】をクリックします。

(4) ワークベンチの初期状態が表示されます。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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3. 環境の事前設定
(1) Internet Explorerを利用する場合、事前の設定を行います。

①メニューバーの「ツール」をクリックします。
②「互換表示設定」をクリックします。

(2) 「互換表示設定」ダイアログが現れます。

①チェックボックスのチェックを全てクリアします。
②【閉じる】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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3. 環境の事前設定
(3) IEを利用する場合(続き)

①メニューバーのツールをクリックします。

①メニューバーのツールをクリックします。
②「アドオンの管理」をクリックします。

(2) 「アドオンの管理」ダイアログが現れます。

①WebUIBhoJS Classの状態を確認します。
②状態が無効であれば【有効にする】をクリックします。
③【閉じる】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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4. プロジェクトの新規作成
(1) OneTest UIワークベンチ

①メニュー・バーからの「ファイル」をクリックします。
②プルダウン・メニューから「新規」をクリックします。
③サブ・メニューから「UIテスト・プロジェクト」をクリックします。

(2) 「新規プロジェクト」ダイアログが表示されます

①プロジェクト名の入力欄に、プロジェクト名を入力します。
②「デフォルト・ロケーションの使用」をチェックします。
③【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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4. プロジェクトの新規作成
(3) 「デフォルトのフォルダー」ダイアログが現れます。

①アセット・タイプの全てのボックスをチェックします。
②【終了】をクリックします。

(4) 「記録セッション」ダイアログが現れます。

①【キャンセル】をクリックします。
※この段階では、まだ記録は行いません。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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4. プロジェクトの新規作成
(5) ワークベンチに戻ります。

①新しいプロジェクトが作成され、その配下にアセット・タイプごとにフォルダーが作成されています。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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5. テスト・シナリオの確認
テストスクリプトを記録する前にそのシナリオを確認します。
HTMLアプリケーションとして、デモサイトのAltro Mutualを利用します。
(1) Internet Explorerを起動します。

①アドレス・バーに「http://testfire.net」と入力し、ロードします。
②リンクの「sign in」をクリックします。

(2) ログイン画面(ユーザー名入力)が現れます。

①Username入力欄をクリックし、「jsmith」と入力します。
②Password入力欄をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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5. テスト・シナリオの確認
(3) ログイン画面(パスワード入力)

①Password入力欄に「demo1234」と入力します。
②【Login】をクリックします。

(4) ログインすると個別アカウントの画面が現れます。

①View AccountDetailsに、「80002 Savings」と表示されています。
②【GO】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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5. テスト・シナリオの確認
(5) 「口座履歴(Savings)」画面が現れます。

①見出しの「Account History - 800002 Savings」をクリックします。
②プルダウン・リストから「 800003 Checking」をクリックします。
③【Select Account】をクリックします。

(6) 「口座履歴(Checking)」画面が現れます。

①見出しの「Account History - 800003 Checking」をクリックします。
②リンクの「Sign Off 」をクリックします。

(7) 初期画面に戻ります。

①ウィンドウ右上端の×をクリックして、ブラウザーを閉じます。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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6. テスト・スクリプトの記録
確認したテスト・シナリオに基づいて、テスト・スクリプトを記録します。
(1) ワークベンチでプロジェクトのサブフォルダーを開きます。

①「テスト・フォルダー」を選択し、マウスを右クリックします。
②プルダウン・メニューの「新規」をクリックします。
③サブ・メニューから「記録からのテスト」をクリックします。

(2) 「記録セション」ダイアログが現れます。

①テスト・ネーチャーから、「WebUIテスト」を選択します。
②【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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6. テスト・スクリプトの記録
(3) 「ロケーションの選択」ダイアログが現れます。

①「親フォルダー」として、「テスト」を選択します。
②テスト名の入力欄に識別し易い名前を入力します。
③【次へ】をクリックします。

(4) 「クライアント・アプリケーションの選択」ダイアログが現れます。

①ブラウザーのリストから、「Microsoft Internet Explorer」を
選択します。

②【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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6. テスト・スクリプトの記録
(5) 「レコーダーの設定」ダイアログが現れます。

①「レコーダー～の登録」と「記録後に～を保持」をチェックします。
②「プロキシー・レコーダー」で「自動」をチェックします。
③「～を上書きする」をチェックし、「～の直接接続」を選択します。
④「～を上書きする」と「TLS1.2に同意」をチェックします。
⑤【次へ】をクリックします。

(6) 「記録セション」が開始されます。

※ブラウザーの起動を待ちます。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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6. テスト・スクリプトの記録
(7) ブラウザーの「WebUIテスト記録へようこそ」が現れます。

①「新しいタブ」をクリックします。

(8) 新しいタブが現れます。

①テスト・シナリオで確認した「http://testfire.net」を入力します。
※以降、「5.テスト・シナリオの確認」での操作を行います。

(9) OneTest UIのワークベンチに戻ります。

①【記録セションの停止】をクリックします。

(10) 「テスト生成」ダイアログが現れるので、完了を待ちます。

①【テストを開く】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用



17Copyright © 2022 HCL Software Limited

6. テスト・スクリプトの記録
(11) 生成されたテスト・スクリプトが現れます。操作の1つ1つがスクリプトとして記述されています。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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7. テスト・スクリプトの再生
(1) 生成されたテスト・スクリプトを再生(実行) します。先ずは、単一ブラウザーで再生します。

①テスト・スクリプトを開いた状態で、【テストの実行】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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7. テスト・スクリプトの再生
(2) 「UIテストの実行構成」のダイアログが現れます。

①先ず単一ブラウザーで実行するので「並列実行」はチェックしません。
②ブラウザーは「Internet Explorer」を選択します。
③【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(3) 「拡張再生オプション」のダイアログが現れます。

①【次へ】をクリックします。
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7. テスト・スクリプトの再生
(4) 「パフォーマンス測定」のダイアログが現れます。

①【終了】をクリックします。
※この後指定したブラウザーが起動し、スクリプトが再生されます。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(5) スクリプトの再生が終了すると「テスト・レポート」が表示されます。結果は合格となっています

①テスト・レポートの概要が表示されます。

②スクリプト一覧が結果と共に表示されます。

③各スクリプト実行後の画面が表示されます。

7. テスト・スクリプトの再生
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(6) スクリプトの再生が終了するとワークベンチには「結果レポート」が表示されます。

①結果レポートのタブが表示されます。

②UIステップ試行の数が表示されます。

③合格したUI判断のパーセントが表示されます。
④合格したUI判断の合計が表示されます。
※12試行のうち、全てが成功しています。

7. テスト・スクリプトの再生
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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7. テスト・スクリプトの再生
(7) 続いて、複数ブラウザーで並行実行します。

①今回は「並列実行」をチェックします。
②全てのブラウザーをチェックします。
③【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(8) 「拡張再生オプション」のダイアログが現れます。

①【次へ】をクリックします。
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7. テスト・スクリプトの再生
(9) 「パフォーマンス測定」のダイアログが現れます。

①【終了】をクリックします。
※この後全てのブラウザーが起動し、スクリプトが並列実行されます。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(10) スクリプトの再生が終了すると「テスト・レポート」が表示されます。

①テスト・レポートの概要が表示されます。
4つのブラウザー共に正常に完了しています。

②スクリプト一覧が結果と共に表示されます。

7. テスト・スクリプトの再生
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(11) スクリプトの再生が終了するとワークベンチには「結果レポート」が表示されます。

①結果レポートのタブが表示されます。

②UIステップ試行の数が表示されます。
※今回は4つのブラウザーの合計となります。

③合格した判断のパーセントが表示されます。
④合格したUI判断の合計が表示されます。
※12試行のうち、全てが成功しています。

7. テスト・スクリプトの再生
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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8. 検査ポイントの設定
検査ポイントとは、再生途中の画面の一部が期待しているものであるかどうかを明示的に検査する手法です。
先ずは、貯蓄口座画面の「見出し」の内容をテキストで検査する方法を紹介します。
(1) ワークベンチで先に使用したテストスクリプトを開きます。

①検査ポイントを挿入直後のスクリプトを選択し、右クリックします。
②メニューから、【検査ポイント】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(2) 「検査アクションの詳細」ペインが現れます。

①グラフィックオ・ブジェクトの一覧から【見出しH1】を選択します。
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8. 検査ポイントの設定
(3) 「属性の検査」に移ります。

①「オブジェクト属性の選択」から【Content】を選択します。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(4) 画面を右側にスライドします。

①オペレーションは、【次の値と等しい】のままにします。
②Contentの入力欄に【Account History - 800002 Savings】を
入力します。

※これで、貯蓄口座表示直後の検査ポイントの設定は完了です。
同様に、決済口座表示直後の検査ポイントも設定します。
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8. 検査ポイントの設定
(5) 編集画面で、2か所の見出しクリックのスクリプトを無効にします。

①「見出しH1をクリックする・・・」を選択し、右クリックします。
②メニューから、【使用不可にする】をクリックします。
③同様に、2番目のスクリプトも使用不可にします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(6) 画面を右側にスライドします。

①貯蓄の「見出しH1をクリックする・・・」が無効化されています 。
②決済の「見出しH1をクリックする・・・」が無効化されています 。
※エディター内でイタリック体の文字列は、未保存を意味します。
③ツールバーから【保存】をクリックし、スクリプトを保存します。
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8. 検査ポイントの設定
(7) 保存したテスト・スクリプトを実行します。

①エディター内の【テストの実行】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(8) 「UIテストの実行構成」のダイアログが現れます。

①単一ブラウザーで実行するので「並列実行」はチェックしません。
②ブラウザーは「Microsoft Edge」を選択します。
③【次へ】をクリックします。
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8. 検査ポイントの設定
(9) 「再生中に設定を指定するオプション・・・」のダイアログが現れます。

①「ブラウザー・データをクリア」および配下を全てチェックします。
②【次へ】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(10) スクリプトの再生が終了すると「テスト・レポート」が表示されます。検査ポイントの結果は合格となっています。

①テスト・レポートの概要が表示されます。

③検査ポイントの実行結果です。

⑤スクリプト実行後の画面が表示されます。

④判断メッセージとして実際の値が表示されています。

②検査ポイントのスクリプトです。

8. 検査ポイントの設定
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(11) スクリプトの再生が終了するとワークベンチには「結果レポート」が表示されます。

①結果レポートのタブが表示されます。

②UIステップ試行の数が表示されます。
③検査ポイントの試行の数が表示されます。

④合格した判断のパーセントが表示されます。
⑤合格したUI判断の合計が表示されます。
※12試行のうち、全てが成功しています。

8. 検査ポイントの設定
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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8. 検査ポイントの設定
続いて、初期画面の「ロゴ」の内容をイメージで検査する方法を紹介します。
(12) ワークベンチで先に使用したテストスクリプトを開きます。

①先頭のスクリプトを選択します。
②SmartShotビューで【AltroMutual】のロゴを右クリックします。
③メニューから、【イメージの検査ポイントを作成】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(13) 検査ポイントの設定直後のスクリプト編集画面です。

①スクリプトの先頭にイメージの検査ポイントが挿入されています。
②グラフィック・オブジェクトは、「イメージ」になります。
③検査属性は「イメージ」となります(イメージをビット単位で比較)。
④比較対象元のイメージが表示されています。
⑤スクリプトを保存します。
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8. 検査ポイントの設定
(14) 保存したテスト・スクリプトを実行します。

①【テストの実行】をクリックします。

OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(15) 検査ポイントの設定直後のスクリプト編集画面です。

①今回は「並列実行」をチェックします。
②全てのブラウザーをチェックします。
③【終了】をクリックします。この後、直ぐに実行に移ります。
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(16) スクリプトの再生が終了すると「テスト・レポート」が表示されます。全ブラウザーの結果が合格となっています。

①テスト・レポートの概要です。

②Microsoft Edgeの実行結果です。
③イメージ検査のスクリプトです。
④イメージの比較結果は合格となっています。

⑤相関スコアは90で80をクリアしています。
⑥スクリーンショットが保存されています。

8. 検査ポイントの設定
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(17) スクリプトの再生が終了するとワークベンチには「結果レポート」が表示されます。
①結果レポートのタブが表示されます。

②UIステップ試行の数が表示されます。
③検査ポイントの試行の数が表示されます。
※3検査 ✖ 4ブラウザー = 12ステップ

④合格した判断のパーセントが表示されます。
⑤合格したUI判断の合計が表示されます。
※52試行のうち、全てが成功しています。

8. 検査ポイントの設定
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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データ・セットとは、特定の属性を持った複数の項目のデータの集合体です。例えば、ユーザー情報として、ユーザーIDやパスワードの集合があります。
OneTest UIでは、データ・セットのテーブルを定義し、スクリプトの実行時にそれを動的に取り出して、該当する項目に割り当てる機能があります。
(1) ワークベンチでプロジェクトを開きます。

①データ・セットのフォルダを選択し、右クリックします。
②メニューから、「新規」をクリックします。
③サブ・メニューから、「データ・セット」をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(2) 「新規データ・セットのロケーション」のダイアログが現れます。

①親フォルダーを指定します。
②ファイル名に「ユーザー情報」を入力します。
③【次へ】をクリックします。この後、直ぐに実行に移ります。
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(3) 「新規データ・セット属性」のダイアログが現れます。

①説明に、内容を入力します。
②次元を、4行2列で指定します。
③【終了】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(4) 「データ・セットを開きますか？」のダイアログが現れます。

①「常にこの設定を使用する」をチェックします。
②【はい】をクリックします。
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(5) データ・セットのCSVエディターが現れます。

①先に指定したデータ・セットのファイル名です。
②次元は、4行2列となっています。
※次頁以降で、CSVエディターの使い方を説明します。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(6) データ・セットを編集を開始します。

①1行1列目を選択し、右クリックします。
②メニューから、【列名の変更】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(7) 「列名の変更」のダイアログが現れます。

①1列目の列名に「ユーザーID」を入力します。
②【列名の変更】をクリックします。

(8) 同様に2列目の名称を「パスワード」に変更します。

①2列目の列名に「パスワード」を入力します。
②【列名の変更】をクリックします。
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(9) データ・セットの内容を編集します。

①4行2列のデータ・セットの内容を直接セルに入力します。
※この例では、1行目のデータのみがデモサイトに有効な値となります。
②編集が終了したら、【保存】をクリックします。
③最後に、ブラウザーのウィンドウを閉じます。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(10) 作成したデータ・セットを利用します。ユーザーIDとパスワードを取り出して設定します。

①データ・セットに作成した「ユーザー情報」が表示されています。
②スクリプトのエディターで、「ビュー」をクリックします。
③プルダウン・メニューから「置換の表示」をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用
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(10) データ・セット候補の一覧が表示されます。

①データ・セット候補の「Username」を選択します。
②これをデータ・セットに置換するために【置換】をクリックします。

(11) ポップアップ・メニューが現れます。

①「データ・ソースの選択」をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(12) 「テスト・エディター – データ・ソースの選択」が現れます。

①「今後プロンプトを表示しない」をチェックします。
②【いいえ】をクリックします。

(13) 「データソース・ソースの選択」ダイアログが現れます。

①「データ・セット」をクリックします。



45Copyright © 2022 HCL Software Limited

(14) 「データ・セット列の選択」 ダイアログが現れます。

①データ・セットから「ユーザー情報.csv」を選択します。
②列から「ユーザーID」を選択します。
③【次へ】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(15) 「アクセス・モード」のダイアログが現れます。

①オープン・モードは「共用(テスト実行ごと)」のままにします。
②アクセス・モードは「順次」のままにします。
③「最後の行に達した場合は最初に戻る」をチェックします。
④「各ユーザーにつき1回だけ取り出す」のチェックを外します。
⑤【終了】をクリックします。
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(16) 「データ・ソースの選択」ダイアログに戻ります。

①データ・セット内の「ユーザーID」変数がチェックされています。
②【選択】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(17) スクリプトの編集画面に戻ります。

① 「Username」がデータ・セット候補から置換子に変わっています。
②データ・ソースには「ユーザーID 」変数が設定されています。

(18) ユーザーIDに続いて、同様に「Password」も置換します。

① 「Password」がデータ・セット候補から置換子に変わっています。
②データ・ソースには「パスワード」変数が設定されています。
③「Ctrl+S」キーを押して、スクリプトを保管します。
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(19) 「テスト・エディター – データ相関規則セット」が現れます。

①「今後このプロンプトを表示しない」をチェックします。
②【いいえ】をクリックします。

(20) 設定したデータ・セットを利用してテストを実行します。

①スクリプト編集画面の【テストの実行】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(21) 「実行構成」のダイアログが現れます。

①「複数のデバイスとブラウザーで並列実行」をチェックします。
②4つのブラウザーを全てチェックします。
※各ブラウザーは、データ・セットから別々にデータを取得します。
ユーザーIDとパスワードの組み合わせが正しいのは1つだけです。

③【次へ】をクリックします。
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(22) 「拡張再生オプション」のダイアログが表示されます。

①【次へ】をクリックします。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(23) 「パフォーマンス測定」のダイアログが現れます。

①【終了】をクリックします。
※この直後、4つのブラウザーが同時に起動し、並列で実行します。



49Copyright © 2022 HCL Software Limited

(24) 実行結果のスクリーンショットを示します。

①Chromeでの実行結果のスクリーンショットになります。
②ログインが失敗して、エラー・メッセージが表示されています。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(25)スクリプトの再生が終了すると「テスト・レポート」が表示されます。

①4つのうち、3つが不合格となっています。
これは、データ・セットに設定した情報と一致しています。

②内訳としては、Internet Explorer以外が不合格となっています。
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(26) 実行したスクリプトのテスト・ログを参照します。

①テスト・ログのタブになります。
②「イベント」タブをクリックします。
③「Internet Explorer」を展開します。
④データ・セットからは正しい値の組み合わせが取り出されています。

9. データ・セット利用
OneTestUI起動 環境の事前設定 プロジェクト作成 シナリオ確認 スクリプト記録 スクリプト再生 検査ポイント設定 データ・セット利用

(27) 「列名の変更」のダイアログが現れます。

①テスト・ログのタブになります。
②「イベント」タブをクリックします。
③「Chrome」を展開します。
④データ・セットからは間違った値の組み合わせが取り出されています。
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参考情報

• OneTest UIのオンラインヘルプ
https://help.hcltechsw.com/onetest/hclonetestui/10.5.0/index.html

https://help.hcltechsw.com/onetest/hclonetestui/10.5.0/index.html
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